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・
こ
こ
１
０
年

ほ
ど
給
与
は
頭

打
ち
で
ボ
ー
ナ

ス
は
半
減
、
し

か
し
教
育
費
の

高
い
の
に
は
驚

く
ば
か
り
、
よ

そ
か
ら
転
勤
し

て
き
た
が
幼
稚

園
に
か
か
る
費

用
は
以
前
の
倍
（
４
０
代
）

・

公
立
幼
稚
園
が
な
く
私
立
ば
か
り
、

毎
月
二
人
で
１
０
万
円
の
保
育
料
も
高

す
ぎ
る
。
や
っ
と
ひ
と
り
小
学
生
に
な
っ

て
も
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ぜ
ん
息
が
あ
る
の

で
今
度
は
医
療
費
負
担
が
大
き
い
〈
２

０
代
〉

・

社
会
人
の
は
ず
の
子
ど
も
が
職
に

就
け
ず
，
職
に
つ
く
た
め
学
校
に
ま
た

通
う
・
・
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
親
が
面

倒
み
て
い
る
感
じ
、
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
安
心
で
き
な
い
（
５
０
代
）

・

認
可
保
育
園
の
申
し
込
み
に
区
役

所
に
行
っ
た
が
こ
れ
か
ら
仕
事
を
す
る

人
は
問
題
外
と
い
わ
れ
た
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
（
３
０
代
）

・

義
務
教
育
中
は
給
食
だ
と
思
っ
て

い
た
が
中
学
校
が
給
食
じ
ゃ
な
い
こ
と

に
驚
い
た
。
ぜ
ひ
給
食
を
実
施
し
て
ほ

し
い
（
３
０
代
）

・

家
族
に
認
知
症
が
お
り
、
特
養
を

申
し
込
ん
で
い
る
が
入
所
で
き
ず
、
精

も
体
力
的
に
も
疲
れ
き
っ
て
し
ま
い
先

が
不
安
、
早
く
入
所
で
き
る
よ
う
特
養

を
増
や
し
て
ほ
し
い
〈
５
０
代
〉

引
き
続
き
雇
用
対
策
、
小
児
医
療
費
助

成
制
度
を
中
学
卒
業
ま
で
拡
充
、
認
可

保
育
園
の
緊
急
増
設
、
幼
稚
園
保
育
料

補
助
拡
充
、
特
養
ホ
ー
ム
増
設
、
中
学

校
給
食
の
実
現
な
ど
１
２
月
議
会
で
も

と
り
く
み
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
地
域
要
求
は
後
援
会
役

員
と
現
地
を
調
査
し
、
地
図
と
写
真
を

添
え
て
「
要
望
書
」
に
ま
と
め
、
以
下

の
か
所
に
つ
い
て
１
０
月
４
日
、
２
８

日
、
１
１
月
１
０
日
に
高
津
区
役
所
道

路
・
公
園
セ
ン
タ
ー
に
要
望
し
ま
し
た
。

す
で
に
改
修
か
改
修
中
―
◎
、
年
度
内

に
改
修
予
定
―
○
、
実
施
を
検
討
中
―

△
、
本
庁
と
予
算
等
の
対
応
相
談
―
▲

の
記
し
で
報
告
し
ま
す
。

●

公
園
の
要
望
―

下
野
毛
２
丁
目
公
園
の
ト
イ
レ
鍵

等
（
○
）
・
下
作
延
南
こ
ど
も
公
園

の
剪
定
〈
○
〉
砂
場
清
掃
（
◎
）
・

下
作
延
第
３
公
園
・
下
作
延
南
け
や

き
公
園
・
下
作
延
南
谷
公
園
の
樹
木

剪
定
〈
○
〉
・
末
長
笹
の
原
公
園
の

剪
定
（
◎
）
遊
具
（
▲
）
・
末
長
け

や
き
公
園
ト
イ
レ
設
置
〈
近
隣
住
民

の
要
望
書
必
要
〉
・
津
田
山
第
３
公

園
の
階
段
補
修
（
▲
）
、
二
子
公
園

の
滑
り
台
等
（
▲
）
、
緑
ヶ
丘
霊
園

噴
水
広
場
前
の
ト
イ
レ
内
の
フ
ッ
ク

〈
◎
〉

●

道
路
や
排
水
に
関
し
て
の

要
望
は
―

二
子
交
番
裏
の
道
路
の
安
全
対
策

〈
◎
〉
・
南

部
沿
線
道
路

〈
南
武
線
と

第
３
京
浜
の

交
差
部
〉
の

歩
道
の
確
保

〈
▲
〉
・
坂

戸
１
‐
７
付

近
の
交
差
点

安
全
対
策
〈
○
〉
・
久
本
３
‐
６
舗

装
道
補
修
〈
○
〉
・
溝
口
６
丁
目
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
〈
○
〉
・
下
作

延
３
の
９
付
近
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
補

修
（
◎
）
・
津
田
山
踏
切
付
近
の
グ

レ
ー
チ
ン
グ
側
溝
清
掃
〈
◎
〉
・
下

作
延
３
丁
目
の
国
有
地
の
石
垣
〈
▲
〉
・

下
作
延
４-

１
１
番
の
雨
水
溝
の
蓋

（
◎
）
・
津
田
山
保
育
園
近
く
の
安

全
標
識
（
◎
）
・
西
高
津
中
学
校
近

く
の
排
水
（
○
）

●

そ
の
ほ
か

二
子
神
社
バ
ス
停
の
歩
道
整
備

〈
他
機
関
へ
要
望
〉
・
円
筒
分
水
付

近
の
ト
イ
レ
〈
ふ
れ
あ
い
公
園
へ
の

利
用
案
内
板
設
置
予
定
〉

そ
の
ほ
か
バ
ス
の
増
便
等
の

要
望
に
つ
い
て
も
調
査
し
と
り

く
ん
で
い
き
ま
す
。

医
療
費
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
介
護
、

雇
用
…
切
実
な
声
が
殺
到

道
路
、
公
園
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
な
ど
身
近
な
要
望
も

11
月
16
日
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と

川
崎
臨
海
部
開
発
、
税
金
の
ム
ダ
づ

か
い
の
現
場
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

か
つ
て
、
市
が
雇
用
創
出
、
税
源
培

養
、
地
域
経
済
活
性
化
の
目
的
を

掲
げ
、
整
備
費
３
７
３
億
円
も
投

入
し
な
が
ら
、
０
４
年
に
６
９

億
円
も
の
負
債
を
抱
え
て
破
産

し
た
川
崎
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル
。
コ
ン
テ
ナ
の
処
理
能
力

は
１
３
・
５
万
個
で
す
が
、
実

際
の
取
扱
量
は
０
９
年
度
３
・

１
万
個
の
み
で
す
。
そ
の
港
に
、

現
在
の
第
１
バ
ー
ス
〈
岸
壁
〉

か
ら
第
４
バ
ー
ス
ま
で
整
備
し
、

東
京
、
横
浜
と
３
港
連
携
し
、

釜
山
港
等
と
匹
敵
す
る
ハ
ブ
港

に
す
る
と
い
う
国
の
「
国
際
コ
ン

テ
ナ
戦
略
港
湾
」

に
の
っ
て
推
進

す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

９
月
議
会
の
共
産
党
市
議
団
の
質
問

に
港
湾
局
長
は
、
今
後
10
年
の
事
業

費
が
約
１
０
０
０
億
円
と
答
弁
。
し

か
し
市
の
負
担
額
は
明
確
に
こ
た
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
海
運
・
物
流
に
詳

し
い
研
究
者
の
小
出
修
三
さ
ん
は

「
高
度
経
済
成
長
期
と
は
違
い
、
巨

大
な
港
を
つ
く
れ
ば
、
船
が
自
然
に

集
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
産
業
や
雇

用
政
策
の
総
合
的
な
裏
づ
け
が
な
け

れ
ば
、
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
す
の
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

一
隻
も
停
泊
し
て
い
な
い
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
船
か
ら
見
て
、
水
江

町
〈
２
３
７
億
円
〉
や
殿
町
い
す
ゞ

跡
地
〈
２
３
億
円
〉
な
ど
、
市
が
土

地
を
購
入
し
て
企
業
に
貸
し
与
え
事

業
化
し
て
い
る
企
業
誘
致
地
区
（
進

出
す
る
実
質
大
企
業
に
は
設
備
投
資

の
１
割
を
助
成
す
る
事
業
ま
で
創
設
）
、

羽
田
連
絡
道
路
建
設
の
計
画
〈
見
込

額
４
０
０
億
円
〉
が
あ
る
多
摩
川
河

口
干
潟
、
市
有
地
12
ha
を
東
京
電
力

に
１
８
年
間
も
無
償
貸
与
す
る
浮
島

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
現
場
を
見
ま

し
た
。

市
内
中
小
企
業
支
援
策
の
拡

充
を市

内
経
済
活
性
化
と
い
う
の
な
ら
、

市
内
全
企
業
の
９
割
、
雇
用
の
７
割

を
占
め
る
中
小
企
業
支
援
策
の
充
実

こ
そ
最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

巨
額
な
税
金
を
投
入
す
る
不
要
、
不

急
の
大
型
開
発
優
先
で
は
な
く
、
福

祉
、
地
域
密
着
型
の
公
共
事
業
に
き

り
か
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
12
月

議
会
で
も
と
り
く
み
ま
す
。

こ の ま ち と と も に
川崎港コンテナターミナル

日
本
共
産
党
川
崎
市
議
団
が
お
こ
な
っ
た
「
く
ら
し
・
子
育
て
・

高
齢
者
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
全
市
で
４
千
通
近
い
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。
以
下
の
よ
う
な
切
実
な
願
い
が
よ
せ
ら
れ
９

月
議
会
で
も
そ
の
声
を
代
弁
し
、
支
援
強
化
を
迫
り
ま
し
た
。

川
崎
臨
海
部
開
発
、
税
金

ム
ダ
づ
か
い
の
現
場

二子交番裏の道路安全対策

道路公園センターに交渉
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意
見
書
の
内
容
は

利
用
料
の
値
上
げ
を
検
討

・
軽
度
者
と
一
定
の
所
得
〈
年
間
２
０

０
万
円
以
上
を
想
定
〉
者
の
利
用
料
を

２
割
に
引
き
上
げ
を
検
討

・
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
〈
現
在
無
料
〉
を

有
料
化

・
施
設
の
相
部
屋
の
入
居
者
の
居
住
費

負
担
増

軽
度
の
人
切
り
離
す
恐
れ

・
要
支
援
１
・
２
に
つ
い
て
市
町
村
の

判
断
で
生
活
援
助
を
含
め
、
ま
る
ご
と

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
外
と
し
、

市
町
村
独
自
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

保
険
料
も
５
千
円
近
く
ま
で
値
上
げ

２
０
１
２
年
度
に
は
65
歳
以
上
の
全

国
平
均
（
４
１
６
０
円
）
を
５
千
円
近

く
ま
で
あ
げ
る
と
い
い
ま
す
。
〈
川
崎

市
の
基
準
額
現
在
４
０
３
３
円
〉
。
介

護
財
政
へ
の
公
費
負
担
割
合
の
引
き
上

げ
を
求
め
る
意
見
に
は
「
困
難
」
と
切

り
捨
て
、
介
護
保
険
料
と
利
用
料
を
負

担
増
に
す
る
と
い
う
も
の
で
す

●

保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
の

実
態
広
が
る
恐
れ

軽
度
者
へ
の
負
担
増
と
サ
ー
ビ
ス
を

保
険
対
象
外
に
す
る
こ
と
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
作
成
の
自
己
負
担
導
入
は
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
抑
制
せ
ざ
る
を
得
な
い
高
齢
者

を
増
大
さ
せ
ま
す
。

介
護
従
事
者
の
賃
上
げ
の
た
め
の
「
処

遇
改
善
交
付
金
」
は
「
国
の
財
政
が
厳

し
い
」
と
廃
止
し
、
事
業
所
へ
の
介
護

報
酬
引
き
上
げ
で
代
替
す
る
方
向
を
示

し
ま
し
た
。
介
護
報
酬
引
き
上
げ
が
介

護
保
険
料
、
利
用
料
に
跳
ね
返
ら
な
い

仕
組
み
を
つ
く
ら
な
い
限
り
こ
の
問
題

も
解
決
し
ま
せ
ん
。

●
公
費
負
担
割
合
の
引
き
上

げ
こ
そ
必
要

介
護
費
用
の
負
担
割
合
は
介
護
保
険

導
入
前
は
国
５
割
、
川
崎
市
５
割
で
、

利
用
者
負
担
は
収
入
に
応
じ
た
負
担
で

し
た
。
介
護
保
険
制
度
に
な
っ
て
、
公

費
５
割
（
国
２
５
％
、
川
崎
市
１
２
，

５
％
・
神
奈
川
県
１
２
、
５
％
）
、
介

護
保
険
料
５
割
（
40
歳
以
上
の
人
か
ら

徴
収
）
に
。
そ
し
て
利
用
者
負
担
は
一

律
１
割
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
の
社
会
化
、
家
族
の
負
担
だ
け
に

し
な
い
と
い
う
目
的
で
始
ま
っ
た
介
護

保
険
制
度
、
安
心
し
て
必
要
な
介
護
が

う
け
ら
れ
る
制
度
に
す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
以
上
の
国
民
、
高
齢
者
へ
の
負
担

増
と
サ
ー
ビ
ス
抑
制
は
や
め
、
公
費
負

担
割
合
を
引
き
上
げ
る
べ
き
で
す
。

高津カメラ紀行№1５

介
護
保
険
次
期
改
定
に
向
け
た
社
保

審
の
意
見
書

〝
「
要
支
援
」
を
対
象
外
に

利
用
料
倍
増
も
検
討
〟

厚
生
労
働
省
の
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
が
11
月
25
日
、
２
０
１
２
年
度

の
介
護
保
険
制
度
改
定
に
む
け
と
り
ま
と
め
た
意
見
書
は
、
介
護
保
険
料
〈
65
歳
以

上
〉
が
平
均
で
月
５
千
円
を
超
す
の
が
嫌
な
ら
ば
利
用
者
へ
の
負
担
増
・
給
付
減
が

避
け
ら
れ
な
い
と
高
齢
者
を
脅
す
内
容
で
す
。
厚
労
省
は
意
見
書
を
も
と
に
作
成
し

た
法
案
を
２
０
１
１
年
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
意
向
で
す
。

保
険
料
上
昇

際
限
な
く
＝
変
わ

ら
な
い
仕
組
み

「
大
多
数
の
高
齢
者
が
国
保
に
入
る
か

ら
年
齢
に
よ
る
差
別
は
な
く
な
る
」
と

政
府
は
言
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の

医
療
費
を
現
役
世
代
と
別
勘
定
に
し
、

保
険
料
を
別
建
て
に
す
る
点
で
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

「
新
制
度
」
も
高
齢
者
の
医
療
給
付
費

の
約
10
％
を
高
齢
者
の
保
険
料
で
、
約

50
％
を
公
費
で
、
約
40
％
を
現
役
世
代

の
保
険
料
で
ま
か
な
う
構
造
も
、2

年

ご
と
に
負
担
割
合
が
上
が
っ
て
い
く
点

も
同
じ
で
す
。

70
歳
～
74
歳
の
患
者
負
担
を
順

次
２
割
に
引
き
上
げ

０
６
年
に
患
者
負
担
を
１
割
か
ら
２

割
に
す
る
法
改
悪
を
前
政
権
が
行
い
ま

し
た
が
、
負
担
増
に
怒
り
が
広
が
り
１

割
の
ま
ま
凍
結
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

現
政
権
は
13
年
度

の

高

齢

者

医

療

「
新
制
度
」
創
設

に
あ
わ
せ
て
，
施
行
日
後
、
新
た
に
70

歳
に
な
っ
た
人
か
ら
順
次
２
割
負
担
に

し
て
い
く
計
画
で
す
。

１
割
負
担
の
今
で
も
お
金
が
心
配
で
受

診
抑
制
が
起
き
て
い
ま
す
。
受
診
が
遅

れ
て
重
症
化
す
れ
ば
か
え
っ
て
医
療
費

は
膨
ら
み
か
ね
ま
せ
ん
。

安
心
確
保
こ
そ

高
齢
期
の
医
療
費
の
負
担
増
は
現
役

世
代
に
も
老
後
の
不
安
を
広
げ
、
内
需

を
冷
え
込
ま
せ
ま
す
。
社
会
の
安
心
を

確
保
し
て
日
本
経
済
の
成
長
を
は
か
る

た
め
に
も
、
国
庫
負
担
を
増
や
し
て
患

者
負
担
の
軽
減
に
向
か
う
べ
き
で
す
。

安
心
し
て
介
護
や
医
療
が
受
け
ら
れ
る

市
政
に
す
る
た
め
市
議
会
で
も
議
論
し

と
り
く
み
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
か
わ
る

「
新
制
度
―
仕
組
み
変
ら
ず
―

２
０
１
３
年
に
「
新
制
度
」
創
設
に
向
け
、
２
０
１
１
年

の
通
常
国
会
に
法
案
を
提
出
す
る
具
体
的
な
中
身
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。


